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●長崎県立大学 令和７年度第１３回教育研究評議会 議事録 

日  時 令和８年３月２５日（水） １４：４０～１５：２０ 

場  所 佐世保校第１、２会議室  シーボルト校特別会議室 

出席者 

浅田学長、橋本副学長兼教育開発センター長、谷澤経営学部長、横山地域創造

学部長、荻野国際社会学部長、有田情報システム学部長、古場看護栄養学部

長、山本地域創生専攻長兼地域社会マネジメント専攻長、平岡情報工学専攻

長、倉橋人間健康科学専攻長、綱附属図書館長兼佐世保校附属図書館長、河

又シーボルト校附属図書館長、車国際交流研究センター長、青木地域連携センタ

ー長、島NAGASAKIセキュリティベース研究所長、井上事務局長、山田シーボル

ト校事務局長、城山学生支援部長 

配付資料 

【資料１】名誉教授称号の授与について（R８.4.1授与） 

【資料２】長崎県立大学大学院の学則の変更について（届出） 

【資料３】教育目的及び３ポリシーの改正について 

【資料４】長崎県立大学教職課程履修規程の改正について 

【資料５】令和８年度（２０２６年度）「学長が掲げる目標」 
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【協議事項１．名誉教授称号授与について】 

学長から、名誉教授称号授与規程第２条及び名誉教授称号授与に関する細

則第２条に定める選考基準に基づき、各学部長から該当者２名が資料１のとおり

推薦され、いずれも授与規程第２条第１号に該当するとの説明がなされた。 

被推薦者２名に対し、令和８年４月１日付で名誉教授の称号を授与することが

承認された。 

 

【協議事項２．大学院修士課程の収容定員変更に係る届出申請について（学則

改正を含む）】 

企画広報課長補佐から、資料２に基づき、大学院修士課程の収容定員変更に

係る届出申請について以下のとおり説明がなされ、異議なく承認された。 

・ 令和９（２０２７）年４月から、大学院地域創生研究科修士課程の入学定員

を３７人から４６人に変更する。 

［内訳］地域社会マネジメント専攻：１５人→１３人 

情報工学専攻          ：１０人→２５人 

人間健康科学専攻      ：１２人→ ８人 

・ 令和７年６月２５日付けで、大学・高等機能強化支援事業（高度情報専門

人材の確保に向けた機能強化に係る支援（支援））に採択されたことを受

け、令和７年度から１０年間「長崎県立大学における大学院（情報工学専

攻・地域情報工学分野）の定員増による高度情報専門人材育成事業≪S-

ＤＡＳＨプログラム≫」に取り組む。これにより、令和９年度から情報工学専

攻（修士課程）の入学定員を１５名、令和１１年度から地域創生専攻地域

情報工学分野（博士後期課程）の入学定員を２名増やすこととなった。 
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・ 情報工学専攻の定員増に伴い、大学院全体の規模の適正化を図ることが

必要になることから、地域社会マネジメント専攻及び人間健康科学専攻は

減員する。 

・ 収容定員の変更に伴い、教育課程の変更を併せて行う。 

［概要］修士課程共通科目の変更。 

情報工学専攻 ２科目（情報工学特論、実践データサイエンス特

論）新設。       等 

・ 情報工学専攻の入学定員増に関する学生ニーズの把握のため、第三者機

関によるアンケート調査を行ったところ、学生確保の見通しは立っているこ

とが確認できた。 

・ 「基本計画書」の教員数や収容定員充足率を令和８年度の数字に書き換

え、４月末に文部科学省に申請する予定としている。 

 

【協議事項３．教育目的及び３ポリシーの改正について】 

学生支援課長補佐から、資料３に基づき、教育目的及び３ポリシーの改正案に

ついて説明がなされ、原案のとおり承認された。 

 

【協議事項４．長崎県立大学教職課程履修規程の改正について】 

学生支援課長補佐から、資料４に基づき、教職課程履修規程の改正案につい

て説明がなされ、原案のとおり承認された。 

 

【報告事項１．令和８年度（２０２６年度）「学長が掲げる目標」】 

学長から、資料５に基づき、令和８年度（２０２６年度）「学長が掲げる目標」の

概要が説明された。 

 

以上 


